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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

実
証
し
た
。

　
発
火
頻
度
の
低
減
は
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
減
を
も
た

ら
し
、
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
の
技
術

課
題
で
あ
る
高
い
電
力
効
率

に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

る
。
発
火
イ
ベ
ン
ト
に
着
目

し
た
発
火
抑
制
手
法
は
「
Ｓ

Ｓ

Ｒ

」（Spike-Timing-

Based 
Sparse-Firing 

Regularization

）
と
名
付

け
ら
れ
た
。
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｎ

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
モ
デ
ル

の
研
究
に
加
え
、
ア
ナ
ロ
グ

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
自
体
の
開
発

に
も
取
り
組
み
、
エ
ッ
ジ
Ａ

Ｉ
の
実
装
を
目
指
す
。

【
資
格
・
検
定
・
語
学
能
力

開
発
支
援
講
座
の
ご
案
内
】

　
大
学
で
は
、
就
職
活
動
や

自
己
啓
発
へ
の
支
援
と
し

て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
各
種
資
格
検

定
支
援
講
座
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
３
年
度
よ
り

講
座
内
容
を
充
実
さ
せ
、
よ

り
理
系
学
生
の
夢
の
実
現
へ

近
づ
け
る
内
容
で
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
24
年
度

の
実
施
概
要
が
決
ま
っ
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
公
務
員
講
座
と
語
学
力
検

定
は
大
幅
な
割
引
価
格
で
の

提
供
で
、
そ
れ
以
外
の
一
部

資
格
講
座
で
は
、
割
引
価
格

に
加
え
て
合
格
者
へ
さ
ら
に

奨
励
金
（
講
座
料
金
の
約
40

％
、
条
件
あ
り
）
を
支
給
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
長
期
休
暇
中
に
受
講
で

き
る
よ
う
、
一
部
講
座
の
開

講
期
間
な
ど
を
変
更
し
て
い

ま
す
。
各
講
座
の
詳
細
と
受

講
料
、
奨
励
金
支
給
条
件

は
、
時
期
に
合
わ
せ
て
学
生

向
け
メ
ー
ル
配
信
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
３
年
生
・
修
士
１
年
生
向

け
支
援
】

　
４
月
も
、
千
葉
工
大
生
を

積
極
採
用
す
る
企
業
が
集
ま

る
「
学
内
合
同
企
業
説
明

会
」
と
、
各
企
業
の
「
個
別

説
明
会
」
を
実
施
予
定
で

す
。
日
程
な
ど
詳
細
は
、
メ

ー
ル
配
信
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ス
ム
ー
ズ
な
就
職
活
動

の
た
め
に
も
、
積
極
的
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
に

入
る
と
、
一
部
企
業
は
エ
ン

ト
リ
ー
を
締
め
切
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
何
を
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
、
不
安
で

な
か
な
か
進
め
な
い
と
い
っ

た
悩
み
が
あ
れ
ば
、
迷
わ
ず

就
職
・
進
路
支
援
部
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
就
職
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
個
人
面
談
予
約
も

可
能
で
す
。

2024年度 資格・検定取得支援講座・語学能力開発講座

講座名
開講回数

（年）
開講期間 開催方法

公務員試験対策講座（技術） 1回 5月～翌年6月 オンデマンド

秘書技能検定２級 2回
5 月～ 6 月

10月～11月
オンデマンド

知的財産管理技能検定３級 1回 10月～11月 対　面

FP技能検定受験対策講座３級 2回
8月～10月

1月～２月
オンデマンド

ITパスポート 2回
8月 ～12月

1月 ～６月
オンデマンド

情報セキュリティマネンジメント 2回
8月 ～12月

1月 ～６月
オンデマンド

基本情報技術者 2回
6月～12月

12月～ 6月 
オンデマンド

電気主任技術者三種 1回 1月 ～7月 オンデマンド

特別英会話トレーニング講座 1回 6 月 ～ 7月 対面・実習

TOEIC L&Rテストの英語［450点］ ２回
5 月 ～7 月

9月～11月
ライブ配信

TOEIC OLPC（400点以上対象） 通年 約1年間 オンデマンド

TOEIC L&Rテストの英語［600点］ ２回
5 月 ～7月

9月～11月
ライブ配信

各
種
資
格
へ
支
援
講
座
利
用
を

　
日
本
音
響
学
会
の
２
０
２

３
年
秋
季
研
究
発
表
会
（
昨

年
９
月
26
〜
28
日
、
名
古
屋

市
の
名
古
屋
工
業
大
で
開

催
）
で
、
松
田
匠た

く

翔と

さ
ん

（
情
報
科
学
専
攻
修
士
２

年
、
有
本
泰
子
研
究
室

写

真
）
が
発
表
し
た
「
自
発
的

な
笑
い
声
と
叫
び
声
が
検
出

可
能
なEnd-to-End

音
声
認

識
の
検
討
」
が
学
生
優
秀
発

表
賞
に
選
ば
れ
、
３
月
７
日

に
授
賞
式
が
あ
っ
た
。

　
音
声
認
識
は
深
層
学
習
の

End-to-End

モ
デ
ル
で
高
精

度
に
テ
キ
ス
ト
化
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
友
達
同
士

の
対
話
な
ど
で
は
、
言
い
よ

ど
み
や
笑
い
、
叫
び
声
な
ど

フ
ィ
ラ
ー（
背
景
要
素
）を
読

み
取
れ
ず
精
度
に
欠
け
る
。

　
音
声
認
識
と
同
時
に
、
笑

い
声
や
咳せ

き

な
ど
30
種
近
く
の

非
言
語
現
象
を
検
出
す
る
研

究
も
進
む
が
、
検
出
項
目
に

片
寄
り
も
み
ら
れ
る
。

　
松
田
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
で
興
奮
し

た
時
に
発
生
し
が
ち
な
笑
い

声
と
叫
び
声
の
両
方
の
検
出

を
含
む
音
声
認
識
モ
デ
ル
を

提
案
し
て
、
従
来
の
音
声
認

識
モ
デ
ル
と
比
較
。
さ
ら
に

音
声
・
現
象
を
４
種
に
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
項
目
別
に

認
識
精
度
を
検
証
し
た
。

　
実
験
が
多
く
、
指
定
ペ
ー

ジ
内
に
発
表
を
ま
と
め
る
の

が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。

　
松
田
さ
ん
は
「
そ
こ
ま
で

革
新
的
な
内
容
で
は
な
か
っ

た
が
、
外
部
学
会
で
の
初
受

賞
で
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
実
験
し
て
精
査

し
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
た

こ
と
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

音
声
認
識
で
笑
い
・
叫
び
も
検
出

松
田
さ
ん
学
生
優
秀
発
表
賞
　▼
音
響
学
会

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
主
催
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ザ
イ
ン
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
Ｗ
Ｓ
）２
０

２
３
」（
昨
年
10
月
６
日
〜
12

月
20
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

は
、
本
学
と
交
流
協
定
を
結

ぶ
台
湾
３
校

国
立
成
功
大

（
台
南
）、東
海
大（
台
中
）、

国
立
台
北
科
技
大
（
台
北
）

と
日
本
側
４
校

本
学
、
札

幌
市
立
大
、
芝
浦
工
業
大
、

京
都
精
華
大
｜
｜
の
デ
ザ
イ

ン
学
生
約
60
人
が
参
加
し
、

企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
グ
ロ

ー
バ
ル
な
課
題
に
挑
ん
だ
。

　
企
業
は
日
本
側
４

社（
成
田
空
港
、
日
立

製
作
所
、
オ
カ
ム
ラ

ホ
ー
ム
ズ
、
メ
ン
バ

ー
ズ
）
と
、
台
湾
側

２

社
（Carrefour

、

AsusTek Computer

）。

　
提
供
テ
ー
マ
は
▽
空

港
の
価
値
を
最
大
化
す

る
▽
新
し
い
公
共
交
通

イ
ン
フ
ラ
▽
地
球
規
模

の
問
題
に
デ
ジ
タ
ル
技

術
で
解
決
策
を
模
索
▽

気
候
変
動
の
脅
威
に
対

し
実
現
可
能
な
豊
か
な

暮
ら
し
を
提
案
▽
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
人
間
▽
ケ
ー

ジ
フ
リ
ー
卵
の
販
売
戦
略
｜

｜
な
ど
。
学
生
た
ち
は
テ
ー

マ
ご
と
に
日
台
混
成
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ー
ル
を
駆
使
し
て
解
決
策
を

形
に
し
た
。
言
葉
や
文
化
の

違
い
を
乗
り
越
え
て
ま
と
め

た
成
果
は
、
最
終
発
表
会
で

英
語
で
発
表
し
合
っ
た
。

　
参
加
学
生
の
１
人
・
奥
山

優
里
香
さ
ん
（
デ
ザ
イ
ン
科

学
科
３
年
）
は
「
異
な
る
地

域
・
異
文
化
か
ら
多
様
な
視

点
を
共
有
で
き
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
台
湾
メ
ン
バ
ー
の
時
間

を
尊
重
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
」。

　
澁
川
健
人
さ
ん
（
同
）
は

「
デ
ザ
イ
ン
の
進
め
方
、
ア

イ
デ
ア
の
出
し
方
が
日
台
で

違
う
場
面
が
あ
り
、
社
会
に

出
た
後
の
環
境
を
（
一
足
先

に
）
体
験
で
き
ま
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

　
担
当
し
た
稲
坂
晃
義
准
教

授
は
「
今
回
は
台
湾
設
計
研

究
院
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
協
会
や
日
台
の
大
学

の
先
生
方
、
協
力
企
業
の

方
々
の
協
力
で
実
現
し
、
大

き
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
を
学

ぶ
学
生
た
ち
が
、
自
分
た
ち

の
時
代
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

日
台
デ
ザ
イ
ン
Ｗ
Ｓ
で
成
果

７
大
学
の
60
人
　▼
　広
域
課
題
に
挑
戦

　
本
学
数
理
工
学
研
究
セ
ン

タ
ー(

Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ｅ)

の
酒
見

悠
介
上
席
研
究
員
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
脳
の
情
報
処

理
機
構
を
模
倣
す
る
「
ス
パ

イ
キ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
Ｓ
Ｎ
Ｎ
）
の
発

火
頻
度
を
低
減
し
た
学
習
に

成
功
し
た
。
人
工
知
能
を
搭

載
し
た
端
末
側
で
デ
ー
タ
を

処
理
す
る
「
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
」

へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

成
果
は
昨
年
12
月
21
日
、
査

読
付
き
国
際
学
術
雑
誌
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ポ

ー
ツ
で
公
開
さ
れ
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｎ
は
、
ス
パ
イ
ク
信

号
に
よ
る
情
報
処
理
が
可
能

な
脳
を
模
倣
し
た
人
工
知
能

モ
デ
ル
。
専
用
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
化
を
行
う
こ
と
で
既
存
の

深
層
学
習
モ
デ
ル
よ
り
も
高

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
達
成

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
Ｓ
Ｎ

Ｎ
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
ス
パ
イ

ク
の
生
成（
発
火
）で
多
く
の

電
力
が
消
費
さ
れ
る
た
め
、

さ
ら
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効

率
化
へ
、
少
な
い
ス
パ
イ
ク

数（
発
火
頻
度
）で
情
報
処
理

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
酒
見
氏
や
同
研
究
セ
ン
タ

ー
の
合
原
一
幸
主
席
研
究

員
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
の
山
本
か
け
い
氏
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
の
細
見
岳
生
氏
に
よ
る

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
予
測
精

度
を
保
ち
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ロ

ン
の
発
火
頻
度
を
低
減
す
る

手
法
を
開
発
。「
テ
ン
ポ
ラ

ル
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と
呼
ば

れ
る
発
火
頻
度
が
極
め
て
少

な
い
情
報
処
理
機
構
で
発
火

頻
度
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
◇

　
ま
た
、
酒
見
上
席
研
究
員

ら
の
別
グ
ル
ー
プ
は
、
次
世

代
型
人
工
知
能
で
あ
る
「
レ

ザ
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
」（
Ｒ
Ｃ
）に
脳
の
神
経
修

飾
機
構
を
模
し
た
自
己
制
御

機
能
を
付
与
す
る
拡
張
を
行

い
、
高
性
能
化
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
新
し
い
人
工
知

能
モ
デ
ル
は
、
高
い
学
習
性

能
と
電
力
効
率
の
鍵
と
な
る

物
理
実
装
性
を
両
立
し
、
従

来
の
Ｒ
Ｃ
と
比
べ
極
め
て
高

い
時
系
列
予
測
性
能
を
持

つ
。
成
果
は
１
月
12
日
、
査

読
付
き
国
際
学
術
雑
誌
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
フ
ィ

ジ
ッ
ク
ス
で
公
開
さ
れ
た
。

　
Ｒ
Ｃ
は
入
力
層
、
レ
ザ
バ

ー
層
、
出
力
層
で
構
成
さ
れ

る
再
帰
型
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
Ｒ
Ｎ
Ｎ
）の
一
種

で
、
レ
ザ
バ
ー
層
は
Ｒ
Ｎ
Ｎ

以
外
に
も
多
様
な
力
学
系
で

構
築
が
可
能
な
た
め
、
物
理

実
装
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
仕

組
み
に
よ
る
多
様
な
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
上
で
の
情
報
処
理
が

可
能
。
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
Ｇ
Ｐ
Ｕ
な

ど
既
存
の
計
算
機
よ
り
も
極

め
て
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

性
を
示
し
、
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
実

現
へ
の
鍵
と
期
待
さ
れ
る
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
Ｒ
Ｃ

に
、
あ
る
脳
領
域
の
ニ
ュ
ー

ロ
ン
が
別
の
脳
領
域
に
神
経

修
飾
物
質
を
投
射
す
る
こ
と

で
神
経
活
動
を
変
調
す
る
神

「人工知能」「エッジＡＩ」
ＲＣＭＥ酒見、合原氏らと信川教授　▼成果次々

次世代型へ 研究リード

酒見上席研究員

合原主席研究員

地
域
の
魅
力
を
カ
メ
ラ
に
収
め

る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
ア
イ
デ
ア

経
修
飾
機
構
を
模
し
た
自
己

制
御
機
能
を
付
与
す
る
拡
張

を
行
い
、
飛
躍
的
に
学
習
性

能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
自
己
制
御
型
レ
ザ

バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

（Sel-modulated RC: 

Ｓ

Ｍ-

Ｒ
Ｃ
）
と
名
付
け
ら
れ

た
新
人
工
知
能
モ
デ
ル
は
、

数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

従
来
の
Ｒ
Ｃ
で
は
不
可
能
だ

っ
た
注
意
機
構
や
カ
オ
ス
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
の
活
用
が
実
現

で
き
る
こ
と
を
示
し
た
と
い

う
。
こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は

酒
見
上
席
研
究
員
と
合
原
主

席
研
究
員
、
本
学
情
報
科
学

部
・
信
川
創
教
授
と
防
衛

大
、
九
州
工
業
大
の
研
究
者

ら
で
構
成
し
て
い
る
。

信川教授


